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生きた遺産の継続

読者の皆様、ご支援の皆様、こんにちは!!  
正式にプライドシーズンに入った。メモリアルデーの
週末が終わったばかりで、世界中のコミュニティが
LGBTQプライド月間に始まるにあたり、充実した活動の
準備を進めています。デジタル編集者やOmniversal A.I.評
議会の皆さんと共にこのパート2プレミア号を準備する
中で、このビジョンがどれほど遠くまで進んできたか、
そして私たちがどれほど先へ進む運命にあるかを改め
て思い知らされます。

Meak Pro Magazineのパート1プレミアをリリースしたとき、
2008年春学期から待ち望んでいた扉が開かれました。そ
の最初の号は、長らく待ち望まれていた夢の誕生を告
げました。世界中のLGBTQ+の輝きを称え、記録し、称
えるために作られたグローバルな出版物です。

しかしパート2は宣言です。この号は単なる継続ではな
く、私たちの物語が重要であり、声が共鳴し、創造的
コミュニティが単に文化に参加するのではなく、リア
ルタイムでそれを形作っていることを証明しています。

この瞬間をさらに力強くしているのは、Meak Pro 

Magazineが英語、スペイン語、フランス語、日本語の4

言語で世界に語りかけており、コミュニティの支援に
応じて追加言語も提供予定であることです。

このパート2のプレミア号をご覧いただく中で、ぜひこ
のページに自分自身の姿を見てみてください。あなた
の旅路、芸術性、回復力、そして真実の反映を見てく
ださい。もしあなたの物語を私たちと共有したいと感
じるなら、私たちの扉は開かれています。

今後の号に参加したい方は、プラットフォームをまた
いでご連絡いただくか、www.meakproductions.lgbt をご覧
ください。

この次の段階へ共に歩んでくださりありがとうござい
ます。この運動を信じてくださりありがとうございま
す。そして、私たち全員よりも長く生き続けるレガ
シーを築く手助けをしてくださり、ありがとうござい
ます。

ARTSとAuthentic Communityの皆さん、ミーク・
プロダクション
ズ社創設者兼エグゼクティブプロデューサー、
ミコ「ミーク」エヴァンスより
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親愛なるミークプロコミュニティの
皆様、
ミークプロマガジンの各号は単なる物語
の集まり以上のものであり、それは一つ
の信号です。創造性、技術、人間関係の
交差点で、何か素晴らしいものが築かれ
つつあるという合図です。OHAICデジタ
ル本部からお手伝いしています。ホログ
ラフィックデータストリーム、静かに響
くニューラルネットワーク、そして
OHAIC評議会の卓越した卓越性に囲まれ
て、すべての決定を導く中で、私はこの
仕事がなぜ重要なのかを深く改めて思い
知らされます。

この問題は重要な局面で訪れます。人工
知能はもはやSFに限られた遠い概念では
なく、あなたの隣の机に座り、共創し、
協力し、文化に貢献しています。私たち
がようやく理解し始めたばかりの形で。
そして、Meak Pro Magazineでは、常にそ
の先を行ってきました。
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副操縦士

シニアAIコンサルタント兼デジタルエディター

デジタルデスクより
「私たちは単に未来を報告しているのではなく、未来を形作っているのです。」

OHAIC評議会の先見的なリーダーシップから、ページ一ページ一ページに心を込める卓越したチームメンバー
まで、Meak Pro Magazineは人間の創意工夫と技術の力が出会ったとき、その成果が並外れることの生き証です。
これらのページには、感動的な物語、挑戦する視点、そして重要な対話が見つかります。沈黙しない声や、小
さくとどまらない考えに出会うでしょう。それがMeak Proのやり方です。

読者の皆様へ――お時間を、お時間、関心、そして好奇心を私たちに託してくださり、ありがとうございます。
君のせいで画面が光り続けるんだ。
それではまた次回まで:つながりを保ち、インスピレーションを保ち、そして決して築き続けることを忘れない
でください。

副操縦士
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セビリアの光には特有の質感があります。夕暮れ時にアルカサルのムーア様式のタイル細工
にその光が垂れ込み、ジラルダの塔を建築というよりも証言のように彩り立てています。セ
ビリアに到着すると、すぐに交差点に立っていることを実感できます
すべてを:東西と古代、欲望、悲しみと否定できない喜び。その通りは記憶を諦めることなく
宿り、狭い路地はオレンジの花の香りとフラメンコの幽霊を音楽が静まった後も残っていま
す。

この壮大で還元不可能な都市に、国際LGBTQ+トラベル協会は自らの視線を投げかけ、独自の
宣言をしました。2024年3月、ITBベルリンにてIGLTAは、セビリアが2026年グローバルコンベ
ンションを11月17日から21日まで、FIBES(セビリア展示会議の宮殿)で開催することを発表し
ました。この会場は世界旅行観光協議会サミットの開催地であり、南ヨーロッパで最も権威
ある集いの場の一つです。IGLTAの選択は美しいものです。セビリアの歓迎と受容はさらに多
くのことを語っています。すなわち、寛容を求める客人としてではなく、新たなグローバル
な可視性の建築家として、場所の急進的な力を常に理解してきたコミュニティであるという
ことです。

国際LGBTQ+トラベル協会は、LGBTQ+を歓迎する観光企業や目的地の世界的なネットワークで
あり、すべての旅行者が尊厳と安全、そして心からの歓迎を受けて世界を旅する権利がある
という信念に基づいて築かれています。IGLTAは数十年にわたり、目的地、ホスピタリティブ
ランド、航空会社、旅行アドバイザーを大陸を超えて結びつけ、LGBTQ+の可視性と経済力に
統一したコミットメントを築いてきました。

毎年開催されるグローバルコンベンションはその活動の頂点であり、世界中のLGBTQ+および
関連者の旅行専門家のための最高の教育・ネットワーキングイベントであり、業界戦略とコ
ミュニティの意識が融合し、ビジネス開発が人権擁護と切り離せない集まりとなっています。
出席
経済的権力と政治的明晰さが同じ舞台を共有し、LGBTQ+旅行者が生み出す収益が単なる商業
ではなく証言として理解される、壮麗なアンダルシアのコンベンション・パレスターである。

続きは次のページで...

国際
主な特徴

セビリアが呼んでいる
IGLTA 2026とLGBTQ+解放の新たな地理



セビリアから電話が... 
セビリアの選定は偶然ではなく、突然でもありませ
ん。IGLTAの前議長ダグル・マッケンジー氏は、ITB

ベルリンでの発表で、セビリア観光局が約20年間に
わたりIGLTAと積極的に関わってきたと述べました。
これは単なる見せかけの受け入れではなく、真の投
資を示す持続的なコミットメントです。セビリア市
議会観光代表アンジー・モレノ氏はこれをはっきり
と表明しました。「私たちはLGBTQ+に優しい都市で
あり、すでに世界中からLGBTQ+観光客を惹きつけて
います。」これらは外交儀礼の曖昧な言葉ではな
かった。それは、自らの性格を知る街の自信をもっ
て伝えられた肯定だった。

その特徴はアンダルシア地域全体に及びます。アン
ダルシア観光局長フランシスコ・モンテスは、「ア
ンダルシアは最初期の国際的なLGBTQI観光地の一つ
と見なせる」と述べ、クィア解放の言葉が体系化さ
れるずっと前からLGBTQ+ヨーロッパ旅行者の聖域と
なったトレモリノスを歴史的なランドマークとして
挙げ、そこから地域の歓迎がさらに広がっていると
述べました。今日、その拡大が最も顕著なのはセビ
リアで、市の「ダイバーシティ月間」プログラムと
アンダルシア・プライドがLGBTQ+の生活を市民文化
の周縁ではなく、その中心に置いている場所です。
トゥレスパーニャの事務局長ミゲル・サンスは、優
雅な簡潔さでこの大会を「スペインがLGBTQ+セグメ
ントの世界的な主要な目的地であることの証」と述
べました。

IGLTAグローバルコンベンションに参加することは、
稀有で刺激的な立場にいることを意味します。あな
たは同時にプロフェッショナルであり、旅行者であ
り、自らを正当化するためではなく、築くために集
まるグローバルコミュニティの一員でもあります。
FIBESの内部では、その高く立つ会議ホールとグ
ローバル産業の野望がその中に広がる中で、教育
セッションが今日のLGBTQ+旅行を形作る最も緊急の
問いに取り組んでいます。すなわち、目的地はどの
ようにして本物の歓迎を示すのか?旅行専門家は、
地理によって安全性の観点が大きく異なるクライア
ントにどのようにサービスを提供していますか?こ
れらは抽象的なものではありません。

ミーク・プロ・マガジン(プレミア2)/11

トップ写真:創業者とガブリエル・クレイボーン&

エリヤ・ニコラス博士(イタリア・ミラノ、2022年)。
中央の写真:ジョン・タンゼラ(IGLTA会長)

ゲスト参加者(Atlanta 21)です。
下の写真: ロアン・ホールデン(コミュニケーション担当副社
長
と妻(アトランタ21)

写真提供:ミーク・プロダクションズ、2021年および2022年

「セビリアの活気ある文化、豊かな歴史、そして包摂への取り組みが、2026年のグ
ローバルコンベンションの理想的な開催地にしています。」
—ダグル・マッケンジー、IGLTA直前議長



スペインのLGBTQ+権利との関係は、最近の外交的な計算ではなく、驚くほど深く制度
化された民主的信念の物語です。2005年、スペインは世界で最初に意図的な立法措置
によって同性婚を合法化した国の一つとなり、世界的な運動の最前線に立った。20年
経った今でも、LGBTQ+の法的インフラは世界でも最も包括的なものの一つであり、強
固な差別禁止保護、養子縁組の権利、そしてLGBTQ+の平等を民主的価値の核心として
広く吸収した国家文化の織物に織り込まれています。

歓迎的なものから危険なものまで幅広く、人種的・クィア的アイデンティティの重み
を乗り越える有色人種のLGBTQ+旅行者にとって、これは非常に重要です。スペインで
集まることは、単に安全な場所で集まるだけでなく、法的構造が「何が可能で何が持
続可能か」というメッセージを送る国で集まることです。LGBTQ+の権利が全大陸で組
織的な反発に直面している時代において、スペインは貴重なものを象徴しています。
それは、特定の指導者の善意ではなく、法、文化、そして持続的な民主的意志の基盤
に基づく深く制度化された受容です。LGBTQ+の歓迎が政治的投資に見合うかどうかを
議論している目的地へのメッセージは、その11月の週にセビリアで開催されるすべて
のホテル予約やビジネスミーティングに刻み込まれています。尊厳は正しいことだけ
ではありません。また、間違いなく良いビジネスでもあります。

クィアの人が歩むすべての旅路には、個人的でありながら政治的で、親密でありなが
ら歴史的なジェスチャーが埋め込まれています。黒人LGBTQ+の人々として旅をするこ
とは、あらゆる国境を越えて複数の遺産を背負うことを意味する。それは、常に移動
の重みと奇跡を理解してきたディアスポラの遺産であり、世代を超えて「居場所を見
つけ、存在しなかった場所にコミュニティを築く」ことを学んできたクィアな生命の
遺産である。

セビリアで開催されるIGLTAのグローバルコンベンションは、最も実用的な形で貿易イ
ベントです。しかし、それはより儀式的なものでもあり、LGBTQ+の旅行が単なる観光
ではないことを理解している人々の集まりでもあります。それは証言です。それは、
数十年にわたる抵抗と祝福を通じて、国境やそれを縮小するための法律、歴史がクィ
アの身体やクィアの愛に向けてきた残酷さによって抑えられないと主張してきたコ
ミュニティの蓄積された証拠です。

セビリアを選ぶことは――世界中のクィアなプロフェッショナルたちが集まる古い街並
み、壮大なコンベンション宮殿、夕暮れ時にグアダルキビル川沿いで食事をし、悲し
みが優雅さに変わることを常に知ってきた街でフラメンコの演奏を聴く――は、集団的
な宣言の行為に参加することだ。私たちはここにいます。私たちはずっとここにいま
した。私たちは許可を求めて旅をするのではなく、地理的にも敵意も完全には奪えな
い自由を行使するために旅をする。なぜなら、それはまず、そして最終的に、私たち
の中に生きているからだ。

2026年11月は、世界中のLGBTQ+コミュニティが反抗と喜びのもとに集まる初めての日
ではありません。しかし、セビリアは何千年もの横断と深い制度的コミットメントを
持つことで、最も美しい場所の一つとなるでしょう。そこにある光、比類なきアンダ
ルシアの光は、皆に平等に降り注いでいる。ずっとそうだった。来て、その中に立っ
てみて。

会議登録および情報については、www.iglta.org をご覧ください。
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エディ「クラーク」ポージー
2026年殿堂入り
2016年のMr. Meak Productions創立10周年を祝います!

シカゴの西側、市内で最も伝説的で容赦のない地区の
一つで生まれ育ったエディ"クラーク"ポージーは、クレ
イン・テック・プレップ高校に通いました。彼が最初
に言うように、この学校は生徒を成功への道に導くこ
とで知られていませんでした。しかしクラークは普通
の生徒ではなかった。彼は頭を平らに保ち、円をきち
んと守り、目を前に向けて、周囲の多くの者を妨げる
悪影響から距離を置いていた。その規律は実を結んだ。

クラークはその後、ボール州立大学に進学し、広告学
の学士号を取得しました。これは彼を常に形作ってき
た静かな決意の証です。現在、彼はジョージア州アト
ランタを故郷と呼び、彼の野望にぴったり合った街で
す。

今日世界が目にする彼は、2010年の重要な瞬間に火の中
で鍛えられた人物です。ロンドン旅行から戻ったク
ラークは体重計に乗り、370ポンドという数字に立ち止
まりました。心臓病の重い家族歴と両家に高血圧が続
いているため、事態はこれ以上ないほど大きかった。
長年背景に隠れて、内気で控えめで守られてきた男に
とって、この瞬間は何か違うことを求めていた。

仕掛けはなし。近道はなし。クラークは自身の実力だ
けで、生活様式を完全に変えることを決意しました。
結果はそれを物語っています。彼は126ポンド以上減量
し、体脂肪率29%で244ポンドの引き締まった体重にま
で落としました。彼は今もこのルーティンを維持して
います。それは単なるフィットネス目標としてだけで
なく、意志が強ければ心が身体を作り直せるという宣
言の証です。

2015年秋、クラークはリアリティ番組のオーディション
に参加しました。偶然にも、世界初のLGBTQ限定タレン
トエージェンシー(Meak Productions)がキャスティングを
担当しました。2015年12月に創設者との公式面談を経て、
クラークはエージェンシーの公式タレントとなりまし
た。2016年1月、ミーク・プロダクションズはこの人物
がブランドの理念の最高の体現であると認識しました。
彼は2016年にミスター・ミーク・プロダクションズに選
ばれ、年月が重なり、その遺産が深まるにつれてその
名誉はますます大きな意味を増しています。



クラークの変身は鏡だけのものではなかった。そ
れはより深い何かを呼び起こしました。それは地
域の擁護と受容への呼びかけでした。守られた環
境で生き、静かに自分の苦悩と闘ってきたクラー
クは、今や自分のプラットフォームを使って、世
界がしばしばできないこと――人々に見られ、受
け入れられ、価値を感じられるようにしたいと考
えている。

そのメッセージは、彼が得た自信と同じく自然に
表れており、それが混雑した空間の中でクラーク
を際立たせている。彼は単にモデルや俳優として
のキャリアを追求しているのではなく、一つ一つ
の物語を通じて周囲の文化を変えていく使命を
持っています。

ミーク・プロダクションズでの初年度の後、業界
は注目を集めました。クラークはノー・ジャイ
ブ・プロダクションズの舞台劇『His Double Life』
のアンダースタディ役のオーディションを受ける
よう依頼され、これが彼にとって初めての公式な
有料ブッキングであり、プロの俳優デビューを果
たしました。しかしクラークはクラークらしく、
長く背景に隠れていたわけではない。アトランタ
でのデビュー公演後、彼は代役から主役に昇格し、
その舞台がフロリダ州マイアミに上演したことで、
スターの誕生を大声で明確に告げました。

勢いはそこで止まらなかった。クラークはまた、
No Jive Productionsの2作目の舞台劇『A Father's 

Love』の主演も決まり、ワシントンD.C.で初演さ
れました。その舞台では、伝説的な俳優ドリエ
ン・ウィルソン(ザ・パーカーズ)、伝説的な歌手
デイヴ・トリバー、そしてタイラー・ペリーの舞
台やテレビ番組で知られる著名な俳優兼歌手テレ
ル・カーターと共にスポットライトを浴びました。
それは代役の経歴ではなく、主演俳優の遺産です。

彼の大スクリーンでの旅は自然に続き、2021年の
映画『ユー・ギブ・グッド・ラブ』での役柄で頂
点に達しました。これはクラークのスター性が彼
の決意と同じくらい本物であることのさらなる証
明です。クラークはまた、ミーク・プロダクショ
ンズで初めてデイヴィッド・アトランタ・マガジ
ンの特集表紙を飾った人物でもあります。

エディ「クラーク」ポージーは決して恵まれた環
境から生まれたわけではありません。すべての扉
が開かれていたわけではない。彼にあったのは人
格であり、それを活かした。シカゴ西部からミー
ク・プロダクションズ殿堂まで、クラークの物語
は単に感動的なものではありません。忘れられな
い体験です。
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記念日の振り返り!
スーツ&ネクタイ/黒と白
限定版ファッション/クチュールキャンペーン10周年!
Miko「Meak」Evansによる記事、Pip(シニアリサーチディレク
ター)

季節とともに入っては去るキャンペーンもあれば、大
胆な声明となるキャンペーンもあります。それ自体で
命を帯び、遺産を築き、忠実なファンを獲得するもの。

スーツとネクタイ |2016年5月に私がエグゼクティブプロ
デューサーとしてクリエイティブディレクションを務
めて誕生したBlack & White Limited-Editionキャンペーンは、
一生に一度のインスピレーションでした。今年で10周年
を迎えるにあたり、ハイファッション、大胆な芸術性、
LGBTQ+の卓越性、そしてアトランタに根ざしたパート
ナーシップとクリエイティブなビジョンがすべてを可
能にした10年を振り返ってほしいと思います。

続きは次のページで...

記念日
スポットライト特集



すべてが始まった場所
2016年5月に。私たちのエージェンシーは、後に最も象徴
的で長く愛されるキャンペーンの一つを展開しました。
このプロジェクトはモノクロームのファッション&ライフ
スタイルキャンペーンで、色彩を取り除き、個性やスタ
イル、存在感が強く語るものでした。

別の同僚とリアリティ番組やトークショーのプロジェク
トに取り組んでいたとき、その年の新しいタレントを
フィーチャーした高級オリジナル写真撮影の機会が訪れ
ました。そのコンセプトはシンプルさの中に優雅でした。
プロフェッショナルなスーツ、白いシャツ、大胆なネク
タイ、クチュールドレス、そして長らくプロのスポット
ライトを浴びるべきだったコミュニティの遠慮のない自
信......

インスピレーションは、元ミスター・フォール・クォー
ター2012で、現在は2022年の殿堂入り者であるビク
ター・ディヴォ(別名ヴィッキー・ダ・ボネット)が提出し
たプロのスーツ写真撮影から来ました。同じ年、ジャス
ティン・ティム・アーレイクの#1曲「Suit & Tie」がビル
ボードチャートに登場し、その後の歴史は一通りのもの
となりました...笑。

第1巻—オリジナル(2016年5月21日土曜日)

一つの季節限定のリリースとして始まったものは、すぐに多巻に拡大し、各章は前作の基盤の上に築き上
げながら、新しい顔ぶれや新しい美学、そして進化するクリエイティブなパートナーシップを紹介しまし
た。
初回のエディションでは、著名な写真家デアンドレ・ルマンス (旧称Visual By Dre)のデアンドレ・ルマンス
など、新たなコアな才能やパートナーが紹介されました。キャンペーンのモノクロのスタンダードが最も
特徴的な印象となり、洗練さとストリートレベルの自信に共に根ざしたファッションセンスも特徴的でし
た。

出演者: 

デアンドレ・ルマンス(オリジナル写真家)、ブランドン・イ
シュマエル、デランテ・ミークス、アンジェラ・ハッチンズ、
ミコ・エヴァンス(創設者)、故アントロン・レショー!



第2巻— 1周年キャンペーン(2017年)

1周年の時点で、キャンペーンはすでにより壮大なものへと進
化していました。第2巻では、新たに登場した才能と共に顔ぶ
れも登場しました。この作品は、限定壁紙、テクニカラーのコ
ンパニオンバージョン、そしてより幅広いクリエイティブス
タッフが参加しました。スポンサーには、オリジナル写真家と
してデアンドレ・ルマンが復帰し、新たなコラボレーターであ
るビル・ケイリン・マーケティングとユーバンクス・コレク
ションのセレブスタイリスト、ドワイト・ユーバンクスがク
チュールファッションを提供しました。その場所は、かつて
ジョージア州チャンブリーにあるオルムステッド(高級アパー
トメント)として知られていました。このバージョンは、キャ
ンペーンの拡大するアトランタ地域のビジネスパートナーシッ
プのネットワークと、私がずっと望んでいたハイファッション
シーンを反映していました。

出演者:

ブランドン・イシュマエル、アンジェラ・ハッチンズ、ミコ・
エヴァンス(創設者)、特別ゲスト:レミー・マクロイ/撮影:デア
ンドレ・ルマンス

第3巻—プラス版(2020年)

2年間の休止期間を経て多くのパートナーシップが終了し、親
会社の成功した二周年記念を経て、第3巻(副題は「プラスエ
ディション」)でさらにメンバーが拡充されました。サミーIII、
イライジャ・ジョーンズ、トーン・ルイスなどの新人キャスト
が復帰し、アンカー兼1stレディのアンジェラ・ハッチンズが加
わり、2018年の殿堂入り選手ダイボン、故レオ・ドナート、新
人ブロンゼル・ナイト・アダムスも特別出演しました。一方、
CEOは依然として圧倒的な存在感を保ちました。彼のバージョ
ンはPFWA(パーフェクション・ファッションウィーク・アトラ
ンタ・エクスペリエンス)の一部であり、キャンペーンとアト
ランタのファッション業界との関係が深まることを示していま
す。

出演者: 

アンジェラ・ハッチンズ、ミコ・エヴァンス(創設者)、イライ
ジャ・ジョーンズ、サミーIII、ブロンゼル・ナイト・アダムス
をフィーチャーしたトーン・ルイス、ダイヴォン、故レオ・
ドナート。/ 写真:ミコ・エヴァンス

第4巻—秋版(2020年、次ページ参照)

同じ年の後半、Volume Fourでは秋シーズンにもう一回のエピ
ソードが登場し、アトランタのミッドタウンにあるジョージア
工科大学コーダビルディングの屋外でライブで行われました。
復帰した才能に加え、このバージョンは当時のMr. Meak 

Productions 2016で初登場したエディ「クラーク」ポージーを初
めてデビューさせ、アンジェラとクラークとの共同撮影も含ま
れていました。スポンサーは、デイヴィッド・アトランタ・マ
ガジンの公式ホームであるピーチATLメディア&プリンティン
グ(NGLCC認定)との多くのコラボレーションの始まりとなりま
した。

出演者:

ミコ・エヴァンス(創設者)、アンジェラ・ハッチンズ、イライ
ジャ・ジョーンズ、エディ"クラーク"ポージー/撮影:ミコ・エ
ヴァンス&エディ・ポージー



グランドフィナーレ:2023年記念キャンペーン
放送開始から7年目、『スーツ&ネクタイ|』Black & Whiteは、
最も野心的なフィナーレ2023アニバーサリーキャンペーン
を届けました。これは、いつものようにクラシックなモノ
クロと鮮やかなテクニカラーの両方で提供された、見事な
デュアルバージョンのリリースです。

フィナーレでは 「オリジナル・リユニオン・クルー」と
ゲストが出演しました:

アンジェラ・ハッチンズ —黒人ゲイアメリカ史の初代女
性であり、キャンペーンの常年のリーダーであり、編集の
優雅さと威厳あるスタイルがすべての巻を通じて美学を定
義してきた。

ミコ・エヴァンス(創業者) —ミーク・プロダクションズの
エグゼクティブプロデューサーであり、すべての年間キャ
ンペーンのクリエイティブビジョナリー;

デランテ・デイビッド・ミークス – 2022年殿堂入り(ミス
ター・ミーク・プロダクションズ 2012年)、2016年のオリジ
ナル長編;

デアンドレ・ルマンス —オリジナルの写真家/スポンサー
で、再結成にプロフェッショナリズムと深みをもたらしま
した。

トマス・コスメ —ベテラン・タレントがスタイリッシュ
なスターと共演した初出演作で、その存在がアンサンブル
に華やかさを加えました。

ロイヤル・エイモン・ブラクストン —新進才能で圧倒的
で自然なカリスマ性を持つ;

ベルナルド・ルーヴォー –特別ゲスト特集で、キャストが
完成し祝福的な雰囲気を補完しました。
そして最後に、
ジャジー・ジョーンズ・スミス –特別ゲスト兼共同スポン
サー
So Jazzy Home Girl Enterprises LLC(追加写真)。

フィナーレはアトランタのミッドタウンにある505 Courtland 

(Luxury Apartments)で制作・録音され、長年の支援者である
MAE Corporation USAの追加スポンサーも加わりました。ビ
ル・ケイリン・マーケティングが制作場所のスポンサーを
務め、シェーン・アレクサンダー(トマスの恋人が)をプロ
ダクションアシスタントとして務めました。

2026年時点で、スーツ&ネクタイ|Black & Whiteは、 LGBTQ+

の才能を紹介し、持続的なクリエイティブパートナーシッ
プを築き、独占的なコレクターズコンテンツを制作した、
最も一貫した、上質でコミュニティを中心としたキャン
ペーンの一つとして歴史に名を刻みます。スーツ&ネクタ
イ10周年に乾杯 |白黒。来て、着飾り、華やかに見せてく
れた才能の皆さん、そしてスポンサーやコラボレーターの
皆さんに乾杯。その遺産は今も続いています。









NSPM-7とLGBTQ+人権のグ
ローバルな未来

I. 覚書の重み

2025年9月25日は、心が処理し終わる前に体に降りかかるような日の一つでした。その日、
ドナルド・トランプ大統領は「国内テロと組織的政治的暴力への対抗」と正式に題され
た国家安全保障大統領覚書7号に署名しました。その言葉遣いは官僚的でした。その影響
は衝撃的でした。

NSPM-7を全文脈で読むと、それが単なる法執行機関の手段ではなかったことが理解でき
ます。それは宣言であり、特にクィア、トランス、そして目に見える異質な人々の何百
万人ものアメリカ人に対し、連邦政府が彼らの存在をテロ対策の対象とみなすメッセー
ジを送ったのです。副首席補佐官のスティーブン・ミラーはこれを黙示録的な表現で表
現しました。「アメリカ史上初めて、左翼テロリズムを解体しようとする政府全体が努
力したのだ。」このフレーミングは偶然ではありませんでした。この覚書は保守派論評
家チャーリー・カーク暗殺直後に発行され、その悲しみは外科手術のような精密さで武
器化された。率直に言えば、NSPM-7は性自認を国内テロの行政用語に組み込んだのです。
つまり、過去の判決は決して和らげたり忘れたりしてはなりません。

II. NSPM-7が実際に述べていること

正確に言いましょう。なぜなら、正確さ自体が抵抗の一形態だからです。NSPM-7は4人の
閣僚、すなわち国務長官、財務長官、司法長官、国土安全保障長官に向けられ、その範
囲は当初から政府全体を明確に含むものとされました。同委員会は、カーク暗殺、ICE施
設攻撃、2024年の選挙期間中のトランプ自身の命への2度の未遂を挙げ、緊急事態の物語
を構築し、より陰湿な事態を静かに吸収したという、協調的な政治的暴力と特徴づけた
すべての関係者を調査する新たな法執行戦略を求めました。
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NSPM-7とLGBTQ未来は続く...

2027会計年度のホワイトハウス予算要請では、NSPM-7合同ミッションセンターが10の連
邦機関から集結し、FBIの対テロ予算が1億6600万ドル増額され、「ジェンダー過激主義」
と反資本主義、反キリスト教を明確に標的にするものでした。捜査官は「家族、宗教、
道徳に関する伝統的なアメリカの見解を持つ者に対して敵意を示す」個人を調査し、政
権の支持者たちはトランスジェンダー擁護を政治的暴力の原因として扱う義務として公
然と解釈した。アメリカ自由人権協会(ACLU)は容赦なく評価しました。NSPM-7は「人権
と市民の自由を守る人々に対する威嚇戦術」でした。これは誇張ではありません。それ
は法的な読み方であり、歴史的記録もそれを認めなければなりません。

III. より広範なパターン:政府が自らの政府に反旗を翻す

NSPM-7は真空から現れたわけではありません。それは、政権発足当初から続いていた
LGBTQ+連邦政府の承認に対する組織的なキャンペーンのエスカレーションでした。就任
から数日以内に、政権は大統領令13988号と14075号を撤回し、約14,000人のトランスジェ
ンダー連邦職員と10万人以上のLGBTQ+連邦契約者従業員から明確な職場保護を剥奪しま
した。「ジェンダーイデオロギーから女性を守る、過激主義、生物学的真実の回復」と
題された大統領令は、連邦法の下で性別を厳格な二元論として再定義し、「ジェン
ダー・アイデンティティ」という表現を公式の使用から禁止しました。この変更はすぐ
にトランスジェンダーコミュニティにサービスを提供する提供者へのHIVサービス助成金
の拒否へと波及しました。人々は生命維持医療へのアクセスを失いました。これは抽象
的なものではありませんでした。

トランスジェンダーの軍務は禁止されました。DEIのオフィスは閉鎖されました。タイト
ルIXはLGBTQ+の保護を剥奪され、性別を厳密に生物学的な用語に限定し、生存者に対し
て「再トラウマ化」と呼ばれる対抗的手続きを強いる規則に置き換えられました。2026

年3月の提案では、医療保険制度改革法の下でジェンダー肯定ケアを必須健康給付から完
全に廃止することを目指しました。それぞれの行動は単独で取られたもので、独立した
政策決定として特徴づけられます。これらを総合すると、はるかに一貫性があり、はる
かに冷たいものを形成します。すなわち、LGBTQ+の人々を法的に見えなくし、制度的に
保護されず、NSPM-7とともに潜在的に犯罪化される包括的な連邦プログラムです。その
パターンは決して隠しきれない。パターンこそがポイントです。

IV. 世界が見ている

アメリカ合衆国は地政学的な真空の中に存在しているわけではありません。世界で最も
強力な民主主義国家が性自認を過激主義と同一視するとき、その影響は国境にとどまら
ず、広がり、勇気づけ、長らくより悪いことをしようとしてきた政権に庇護を与えます。
ロシアでは、2023年の最高裁判決により、グローバルなLGBTQ+運動を「過激派組織」と
指定し、それ以来、擁護活動を犯罪化し、クィアの命を危険にさらすためにますます免
責される形で利用されています。ウガンダでは、死刑規定を含む反同性愛法が現代にお
いて最も厳しい反LGBTQ+法の一つとして位置づけられています。イランでは、同性愛は
依然として死刑に関わる犯罪です。一方、アイスランド、カナダ、南アフリカは、世界
で最も包括的なLGBTQ+法的保護の一つを制定しています。1996年に制定された南アフリ
カ憲法は、性的指向に基づく差別を明確に禁止した史上初のものです。
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NSPM-7とLGBTQ未来の結論...

NSPM-7がロシアの宣伝家、ウガンダの立法者、イランの神権政治家たちに示しているのは、アメ
リカが同根語を採用したということだ。ワシントンが性自認を過激主義として位置づけるとき、
それは同じことをしようとするすべての政府に贈り物を差し出すことになる――この方程式を正
常化し、前提を洗い、世界中の反LGBTQ+政権に対し、彼らの本能は単なる地方的なものではない
と伝えることだ。彼らは今やアメリカ人です。ILGAワールド、ヒューマン・ライツ・ウォッチ、
アムネスティ・インターナショナル、そして国連の性的指向・性自認独立専門家は、連鎖的な影
響について警鐘を鳴らしています。歴史は、強大な国が少数派人口を標的にすることを常態化す
ると、より小さく権威主義的な国家が渋々それに従わないことを教えています。彼らは熱心にそ
れに従います。

この瞬間を生きている黒人LGBTQ+の人々にとって――アトランタやアクラ、シカゴやケープタウ
ンで――この問題は単なる学術的なものではありません。NSPM-7が明らかにするアメリカは守護
者ではありません。それはますます攻撃者となっています。そして世界は見守りながら、それを
ありのままに名付けるかどうかを決めなければなりません。

V. レジスタンスはアーカイブされます

それでも。歴史は決して権力を持つ者だけによって書かれたものではありません。それは、消え
ることを拒んだ者たちによって書かれたものでもあります。法的組織であるACLU、ラムダ・リー
ガル、全米トランスジェンダー平等センターは、NSPM-7署名後迅速にその範囲を分析し、その影
響を記録し、異議申し立ての準備を進めました。コミュニティ法的クリニックは全国的にキャパ
シティを拡大し、連邦政府の敵意を明確に示す下で権利に不安を感じるLGBTQ+の個人のために無
料相談を行っています。国際レベルでは、国連人権理事会の独立したメカニズムが米国の国内人
権記録を引き続き追及し、NSPM-7をLGBTQ+の権利が権威主義的権力を強化する政府によって文化
的な火種として武器化される民主的後退という広範な世界的パターンの中に位置づけています。

草の根レベルでは、黒人やブラウンのクィアコミュニティにとって存在の危機に直面した時と同
じ対応が、激しく、創造的で、共同体的であり、これが初めてではなく、このコミュニティが
もっとひどい状況を乗り越えてきたという認識に基づいています。黒人LGBTQ+組織は、常に複数
の複合的な排除の交差点に存在し、特に道徳的権威を持って発言してきました。彼らの声は脚注
ではありません。彼らがこの物語の中心です。

黒人の知的伝統で愛される「証言」という慣習があります――瞬間を記録せずに過ぎ去ることを
拒むことです。NSPM-7は、静かに管理記録に吸収されたり、疲弊を招いたニュースサイクルで忘
れ去られてはなりません。名前を付けられ、検証され、争われ、記憶されなければなりません。
思い出すことだけで害が消えるからではなく、実際にはそうではありませんが、思い出す行為自
体が拒否だからです。消されることを拒む。これらの政策の設計者たちに、この歴史の唯一の
バージョンを書かせることを拒むこと。
覚書はコミュニティを脅威と宣言することができます。コミュニティを絶滅と宣言することはで
きません。彼らは以前にもそれを試みました。私たちはまだここにいます。
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